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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 本 研 究 は 文 学 作 品 の 翻 訳 を 題 材 と す る も の で あ り 、 ド イ ツ ロ マ ン 主 義 思 想 家 ・ 作 家 や 現 代 の 哲 学

者 な ど の 翻 訳 に 関 す る 論 考 か ら 「 等 価 性 」、「 逐 語 訳 」 等 の 概 念 に つ い て 考 究 し 、 文 学 作 品 の 翻 訳 の

も つ 可 能 性 と し て 破 壊 的 な 性 質 を 挙 げ た 。 翻 訳 と い う 行 為 が 、 目 標 言 語 や 文 化 、 人 々 の も つ 規 範 に

対 し 与 え る 影 響 力 の こ と を 「 破 壊 性 」 あ る い は 「 変 容 の 力 」 と 呼 び 、 そ れ に つ い て W． ベ ン ヤ ミ ン

や 、 近 現 代 の 作 家 ・ 思 想 家 の 論 を 参 照 し 考 察 し た 。 ま た 、 翻 訳 の 等 価 性 は 起 点 ・ 目 標 両 テ ク ス ト の

ど の よ う な 対 応 法 に 見 出 さ れ る か と い う 点 か ら も 、 翻 訳 が 目 標 テ ク ス ト や 目 標 言 語 に 対 し ど の よ う

な 影 響 を 与 え る 可 能 性 を も つ か 論 じ た 。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 文学作品の翻訳のもつ可能性として、「破壊性」、例えば訳出先の言語（目標言語）

を変える性質など、既存の何かを壊し変化させる力があるという考えのもと、その性

質がどのようなものか考察した。その際、翻訳という行為を「翻訳」と鍵括弧に入れ

て捉えることで、ある書記言語が記載されたテ クストを別の書記言語へ置き換える行

為以外も含めた「翻訳」行為について論じた。主に、フリードリヒ・シュライエルマ

ッハー（ Friedrich Schle iermacher）、ヨハン・W・v・ゲーテ（ Johann W. v.  Goethe）、

テオドール・W・アドルノ（ Theodor W.  Adorno）、マルク・クレポン（ Marc Crépon）、

ジャック・デリダ（ Jacques Derrida）の５名の論述を参照し、この作家・思想家・哲

学者たちが翻訳の性質として何を挙げているか見ていった。  

 シュライエルマッハーとゲーテは、 18 世紀から 19 世紀のドイツに生きたロマン主

義者である。両者は文芸翻訳について論じており、翻訳の破壊性は主に訳出先の文化

（目標文化）における文学や言語（目標言語）の規範を壊すもの、そして発展させる

ためのものとして述べられていた。例えばシュライエルマッハーは 2 種類の翻訳法を

挙げるが、文芸翻訳の方法としてふさわしいと考えていたのは、 異国の要素をドイツ

語及びドイツの文芸に持ち込むことができるほうの方法である。その翻訳法は、翻訳

者 が 原 作 か ら 得 た も の と 同 じ 印 象 を 目 標 テ ク ス ト の 読 者 に 伝 え よ う と す る も の で あ

り、原作者 が自分 で訳したよ うな翻 訳であると 説明さ れている。（ もう一 方の翻訳 法

は、原作者を目標言語の世界へ引き入れ、目標言語使用者に変貌させるものである。

これは、原作者が目標言語の使用者として初めから目標言語で書いたような翻訳であ

るとされる。）  

アドルノの論は、ヴァルター・ベンヤミン（ Walter Benjamin）が主張する逐語訳と

は ど の よ う な も の か を 知 る た め に 参 照 し た 。 ベ ン ヤ ミ ン が 「 翻 訳 者 の 使 命 」

（ 1923/1996）という論考において翻訳者の使命を全うする方法として挙げる逐語訳と

は、どのような方法である かについての解釈を試みたのである。 ベンヤミンとアドル

ノの論を合わせて考えると 、目標言語は逐語訳によって変容し、それは具体的には パ

ラタクシスの技法による総合文の並列であると推測できた。つまり目標言語の文章構

造を打ち壊し、そのことで意味を変容させる 働きを翻訳（逐語訳）は持ち得ると考え

られるのである。  

現代の哲学者クレポンと哲学者・思想家である デリダの論における翻訳は言語に関

する現象と表せるものであ り、翻訳を母語との関連から考察したものである。両者の

論において翻訳とは、言語が形作られる現象であると説明されて いた。翻訳によって

言語が破壊され変容し、またそのことで母語というものが成り立つ、そして変化して

いくということである。母語は同一性の拠り所として機能しているかのようであるが、

実は確固としたものではなく常に乱される可能性をもったものであり、そのような母

語の変化が翻訳によって引き起こされる。両者の論 は翻訳の破壊的性質を、 母語を変

容させるものと、さらには母語と自己同一性の関係をも変容させるものとするのであ

った。  

 以上の論から翻訳の破壊性というものが、様々であることがわかったが、各論に共

通して挙げられる特徴として、 それが否定的なものではないということがあった。例

えば、目標言語を発展させる原動力であるし、また母語を形作る重要な働きをするも

のなのである。このように翻訳の破壊性という側面を複数の角度から論じることがで

きた。  
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研究成果の概要 つ づ き  

 またシュライエルマッハーやゲーテ、ベンヤミンのほかにもドイツロマン主義者の

翻訳論に注目し、フランツ・ローゼンツヴァイク（ Franz Rosenzweig）に焦点を当

てた研究も行った。そして、翻訳のもつ 可能性としては、題材が同じであっても原文

（起点テクスト）と訳出物（目標テクスト）をどのように対応させるかによって異な

る目標テクストを生み出すということを考えた。  

 ドイツ語への聖書翻訳をマルティン・ブーバー（ Martin Buber）と共に行なった

ローゼンツヴァ イ ク の 翻 訳 法 に つ いて、先行してドイツ語へ聖書を訳したマルティ

ン・ルター（ Martin Luther）と比較しながら述べた。 16 世紀始めのルターの訳は、

当時のドイツの一般民衆が聖書を読めるようにと、逐語訳を避け明瞭な言葉に訳出し

たものである。それに対し、 20 世紀のローゼンツヴァイク・ブーバー訳は、原典に

忠実に起源に立ち戻るように訳することで、ルターによって作られた聖書の翻訳の伝

統を変えるものであった。こちらは、読みやすさよりも異質さを強調するものという

ことである。２種類の聖書翻訳が、同じテクストの翻訳であっても、起点・目標テク

ストをどのよう に 対 応 さ せ る か に よって大きく異なる目標テクストを生み出すこと

を論じることができた。また、ローゼンツヴァイクらの翻訳は、目標言語・文化に異

質さを持ち込むものであったことから、ローゼンツヴァイクらが翻訳に言語や文化を

変化させる力（先述した破壊性と表せる性質）を見出していた、あるいはそのような

力を期待していたことがわかった。  

 以上のように 2007 年度に行った研究は、文学作品の翻訳の持つ可能性として、何

かを変容させる力、破壊性を見出すものであった。この研究によって、翻訳という行

為・現象を捉える為の視野が広がり、また今後の研究のための土台となる翻訳行為・

現象の捉え方が確保できた。  
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